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1. はじめに 

 

 外来生物の被害を防止することは，生物多様性の

保全，農林水産業の健全な発展をはかり，人の生命

や生活を保護する上で重要である． 
 長野県は，長野県希少野生動植物保護条例(2004
年施行)で，指定希少野生動植物の個体の生息又は生

育に支障を及ぼすおそれのある国内外由来の外来種

について調査し対策を講ずるとし，長野県生物多様

性概況報告書(2011)1）で，県内で確認された特定外

来生物 19 種の概況や対策状況を整理した．その後，

2015 年 3 月に作成・公表された，国の外来種被害

防止行動計画 2）及び我が国の生態系等に被害を及ぼ

すおそれのある外来種リスト 3）（以下，生態系被害

防止外来種リスト）を受け，長野県環境保全研究所

では，1996 年の長野県自然保護研究所設立当初から

現地調査，文献調査等により収集してきた外来生物

の分布情報をもとに，2017 年に長野県における生態

系被害防止外来種リスト（以下，長野県リスト）4）

を作成した． 
 長野県リスト 4）作成後，2017 年 6 月に長野県植

物目録 5）が出版され，長野県内の植物相に関する情

報が飛躍的に増加した．そこで，生態系被害防止外

来種リスト 3）掲載種の長野県植物目録 5）での掲載

の有無について確認を行い，追加掲載種について検

討することとした． 
 
2. 方法 

 
 生態系被害防止外来種リスト 3）と長野県植物目録

5）の掲載種を比較したところ，両方に掲載されてい

るものの，長野県リスト 4）には未掲載である種が 
20 種あることがわかった．そのため，この 20 種を

対象に，県内の分布について標本確認を行い，一部

の種については現地確認を行った．植物の同定は，

主に清水 6），清水ほか 7），植村ほか 8）によった． 
 
3. 結果 

 
3.1 分布が確認された種 

 調査の結果，20 種のうち，16 種の分布情報が確

認された．16 種は全て国内に自然分布がなく海外か

ら日本に持ち込まれた種(国外由来の外来種)であっ

た（付表）．これにより，植物の長野県リスト掲載種

は，74 種（表 1）となった．74 種の内訳は，国外

由来の外来種として 71 種，国内に自然分布してい

るが，その自然分布域外の地域に持ち込まれた種（国

内由来の外来種）及び国内外に自然分布している種

で，国外から国内の自然分布域外に持ち込まれた種

（国内に自然分布をもつ国外由来）の 3 種となった

（表 1，付表）． 
 
3.2 調査が完了していない種 
 長野県リストには掲載されていないが，長野県植

物目録 5）に掲載されていることが今回明らかになっ

た 20 種のうち，標本調査が完了していないのは以下

の 4 種である．今後，これらの種の分布の有無につ

いて調査を実施していきたい． 

 

標本未確認種 

ダイサンチク Bambusa vulgaris (イネ科) 

ホコガタアカザ Atriplex prostrata (アカザ科) 

ホシアサガオ*Ipomoea triloba (ヒルガオ科) 

ビワ Eriobotrya japonica (バラ科) 

 

＊ホシアサガオの長野県植物目録 5）への掲載根拠で

ある標本(MAK331295)は，マメアサガオの可能性が

あるため，今回のリスト掲載は見送った． 
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表 1 

表 1.日本及び長野県における生態系被害防止外来種数（上段：長野県内，下段：日本国内） 

 

a. 国外由来の外来種              b. 国内由来及び国内に自然分布をもつ国外由来の外来種 

カテゴリー区分*1 植物 

定着予防 

外来種 

侵入予防 
- 

1 

その他 
- 

21 

総合対策 

外来種 

緊急対策 
6 

15 

重点対策 
19 

62 

その他 
35 

77 

産業管理 

外来種 
 

11 

14 

合計 
71 

190 
 

*1:定着予防外来種は，国内に未定着の外来種のうち定着した場合に生態系等への被害のおそれがあるために早期防

除が必要な外来種，そのうち侵入予防(侵入予防外来種の略)は国内に未侵入の種，その他(その他の定着予防外来種の

略)は定着予防外来種のうち侵入の情報はあるが定着は確認されていない種を指す．総合対策外来種は，国内に定着

が確認されている外来種のうち，生態系等への被害のおそれがあるために総合的な対策が必要な外来種．外来種被害

防止行動計画における対策の優先度の考え方に基づき，総合対策外来種のうち，緊急対策(緊急対策外来種の略)は特

に緊急性が高く積極的に防除を行う必要がある種，重点対策(重点対策外来種の略)は甚大な被害が予想されるため対

策の必要性が高い種，その他(その他の総合対策外来種の略)は緊急対策外来種と重点対策外来種以外の総合対策外来

種のことを指す．産業管理外来種は，産業又は公益的に重要で利用されているが代替性のないため適切な管理が必要

な外来種のことを指す． 
 

カテゴリー区分*1 植物 

定着予防

外来種 
侵入予防

- 

1 

総合対策

外来種 

緊急対策
- 

1 

重点対策
1 

6 

その他
2 

2 

合計 
3 

10 
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国
外

産
業

管
理

要
注

意

*
1
: 

リ
ス

ト
作

成
に

あ
た

っ
て

，
長

野
県

植
物

目
録

5
) に

よ
る

文
献

調
査

に
よ

り
追

加
種

の
候

補
を

選
定

し
た

後
，

そ
れ

ら
の

種
の

情
報

収
集

や
分

布
・
生

態
に

関
す

る
現

地
調

査
，

長
野

県
環

境
保

全
研

究
所

  
  

 植
物

標
本

庫
(N

A
C

),
信

州
大

学
植

物
標

本
庫

(S
H

IN
),

首
都

大
学

東
京

牧
野

標
本

庫
(M

A
K

)の
収

蔵
標

本
調

査
を

行
っ

た
．

*
3
: 

国
外

は
国

外
由

来
の

外
来

種
を

指
す

．

*
4
: 

総
合

対
策

(総
合

対
策

外
来

種
の

略
)は

，
国

内
に

定
着

が
確

認
さ

れ
て

い
る

外
来

種
の

う
ち

，
生

態
系

等
へ

の
被

害
の

お
そ

れ
が

あ
る

た
め

に
総

合
的

な
対

策
が

必
要

な
外

来
種

．
外

来
種

被
害

防
止

  
  

 行
動

計
画

に
お

け
る

対
策

の
優

先
度

の
考

え
方

に
基

づ
き

，
総

合
対

策
外

来
種

の
う

ち
，

総
合

対
策

(重
点

)は
甚

大
な

被
害

が
予

想
さ

れ
る

た
め

対
策

の
必

要
性

が
高

い
種

，
総

合
対

策
(そ

の
他

)は
  

  
 緊

急
対

策
外

来
種

と
重

点
対

策
外

来
種

以
外

の
総

合
対

策
外

来
種

の
こ

と
を

指
す

．
産

業
管

理
(産

業
管

理
外

来
種

の
略

)は
，

産
業

又
は

公
益

的
に

重
要

で
利

用
さ

れ
て

い
る

が
代

替
性

の
な

い
た

め
  

  
 適

切
な

管
理

が
必

要
な

外
来

種
の

こ
と

を
指

す
．

*
5
: 

特
定

は
外

来
生

物
法

に
基

づ
く

特
定

外
来

生
物

及
び

未
判

定
外

来
生

物
に

指
定

さ
れ

て
い

る
も

の
(今

回
は

な
し

)，
要

注
意

は
か

つ
て

の
要

注
意

外
来

生
物

（
生

態
系

被
害

防
止

外
来

種
リ
ス

ト
の

作
成

を
  

  
 も

っ
て

発
展

的
に

解
消

）
を

指
す

．

*
2
: 

環
境

省
の

通
し

N
o
.に

対
応

．
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